




患者満足度調査（外来）の結果について
　患者さんの意見・要望を把握し、医療サービスの向上など今後の病院づくりに役立てるため、外来受診された患者さんに
ご協力いただき、満足度のアンケート調査を実施いたしましたので、その集計結果についてご報告いたします。

　昨年度に引き続き、接遇や診療の満足度について、約7割の患者さんから「大変満足」、「やや満足」と高い評価をいただき
ましたが、待ち時間については、患者さんの満足度が低く改善が必要であるといった調査結果となりました。
　接遇については、「以前と比較して格段に良くなった」との個別意見を複数いただくなど、「患者さんを第一に考える」とい
う職員の意識改革が進んだ結果がこの高い評価に繋がったものと考えております。
　待ち時間については、これまでもさまざまな取り組みを行い、短縮に向けて改善を図ってきたところであり、今年度は採血
等を行う中央処置室の混雑解消について重点的に取り組みました。また、外来患者さんが多く、それに比例して待ち時間が
長くなるという当院の長年の課題を解決するため、引き続き、病院全体で逆紹介の推進に取り組んでいます。
　外来委員会では、今後もこのアンケート調査の結果や日頃からの患者さんのご意見を踏まえ、患者さん視点で課題を見つ
め、地域の医療機関の皆さまが当院に安心して患者さんを紹介することができるよう、医療サービス向上に努めてまいります。
　最後になりましたが、ご協力いただきました皆さま方に心からお礼申し上げます。

■大変満足　■やや満足　■普通　■やや不満　■不満 ■大変満足　■やや満足　■普通　■やや不満　■不満

■大変満足　■やや満足　■普通　■やや不満　■不満 ■大変満足　■やや満足　■普通　■やや不満　■不満

■アンケート実施概要
（1）実施時期　2019年10月7日（月）～11日（金）
（2）調査対象　実施時期に来院された初診・再診外来患者さん　300人
（3）調査概要　院内設備、接遇、診療、待ち時間について31項目を5段階評価
　　　　　　　（大変満足5点、やや満足4点、普通3点、やや不満2点、不満1点）で無記名アンケートを実施
（4）回答数　　285件（回収率95.0％）
（5）総合評価点数　初診：77.9点（昨年比＋2.1点）　再診：78.7点（昨年比＋4.6点）

集計結果（初診、再診の各項目のポイント合計から評価ごとに按分したもの）

外来委員会委員長　大野 裕樹

院内設備について

診療について

接遇について

待ち時間について

調査結果を踏まえて
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業務改善活動推進委員会

 委員長  林　和子

第9回院内業務改善活動報告会

表彰（優秀賞）

業務改善報告会

発表 公表

表彰（最優秀賞）

院内紹介

M
edical Department Inform

ati
on

【最優秀賞】
酸素療法安全管理ラウンドにおける現状と課題

申し送り板廃止に向けての取り組み

4階北西2病棟の病棟再編成による取り組み

【優秀賞】薬剤師外来開設
～がん薬物療法の安全性と有効性の向上を目指して～

医療安全プロジェクト
呼吸ケアチーム

看護部
7階南病棟

看護部
4階北西2病棟

診療支援部
薬剤課

シミュレーションを通しての超緊急帝王切開術の
対応の見直し

子宮収縮抑制薬の投与方法変更について

病棟クラーク配置による病棟看護チームの変化

看護部
手術室

看護部
8階南病棟

看護部
7階北病棟

1

2

3

4

5

6

7

演題
■発表演題

所属 演題 所属

　2019年12月13日（金）、「院内業務改善活動報
告会」を開催しました。安全で質の高い医療の提供
を目指し、業務改善活動を推進するため、2011年
から開催しています。
　今回は7演題の発表がありました。多職種が参集
し、活発な質疑応答・意見交換を行いながら発表
が進みました。安全確保のための業務改善と効率
化を図ったもの、当院としての役割のもとで専門性
を発揮して患者指導・サービスの充実を図ったも
のなど、熱心な取り組みの発表があり、「他部門の
取り組みが聞くことができ、参考になった。自部署
にも取り入れたい」などの感想が聞かれました。
　今回の最優秀賞には、医療安全プロジェクト 呼
吸ケアチーム『酸素療法安全管理ラウンドにおけ
る現状と課題』、優秀賞には診療支援部 薬剤課『薬
剤師外来開設～がん薬物療法の安全性と有効性
の向上を目指して～』が選ばれました。惜しくも賞
をとることはできなかった部署からも、「発表する
ことで、達成感を実感した」との声がありました。
　今後も継続的な業務改善を推進し、職員の意欲
向上や病院の活性化にも繋げていきたいと思いま
す。
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地域医療連携推進担当係長

 播磨 由美

者支援センターのご案内患
看護師長  松嶋 久美子

心をこめて患者さんの治療をサポートする
外来化学療法センター

看 護 の 広 場

外来化学療法センター
▼
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外来化学療法センター11周年外来化学療法センター内部

輪を心掛けて

□□□□□□□□□

患者支援センター入口

患者支援センター内部

外来化学療法センタースタッフ

　外来化学療法センターは2008年7月に開設され、今年度
1 1周年を迎えました。開設当初はベッド数2 0床でしたが
2012年23床、2014年26床と増床し、年々治療件数は増加
傾向にあり、現在は28床（ベッド数22床、リクライニングチェ
ア6床）で年間10,000件あまりの抗がん薬治療、生物学的製
剤の治療を行っています。
　2019年7月よりがんゲノム外来を開設し、10月から院外の
患者さんを受け入れ、がん化学療法看護認定看護師もサポー
トしています。
　外来化学療法センターでは腫瘍内科医2名が常駐しており、
看護師11名（看護師長1名、副看護師長2名 [1名はがん化学
療法看護認定看護師：専任 ]、看護師8名）で、緊急時の対応
など安全に化学療法が行える体制をとっています。
　外来化学療法の目的は、患者さんのQOLを維持し、安全で
確実な抗がん薬治療を提供することです。外来での治療は、
抗がん薬の副作用をコントロールしながら、患者さんのライフ
スタイルに合わせた日常生活を送ることができ、長く治療を
続けられることが大切です。看護師は治療中の点滴管理や副
作用の観察はもちろんのこと、自宅に帰ってからの化学療法
の副作用について、生活指導、緊急時の対応の方法など細や
かに説明を行っています。
　また緊張や不安を抱えている患者さんに対しては医師、看
護師、および必要に応じて緩和ケア認定看護師が協力しなが
ら少しでも不安なく治療が受けられるよう患者さんに寄り添
い、声かけや環境づくりなど心掛けています。さらに化学療法
の副作用、不安に関する電話相談はいつでも受けています。
　これからも、患者さんが安心して長く外来化学療法が続け
られるように、私たち看護師は専門的な知識・技術の向上、患
者教育の充実、多職種との連携、在宅・就労支援などを行い
ながら患者さんやご家族に心のこもった看護を提供していき
たいと思います。

入院までの流れ

必要に応じて

・入院生活の説明
・手術前検査受付
・持参薬管理
・栄養管理
・リハビリ相談
・周術期口腔機能管理
・退院支援
　基本情報の聴取
・医療相談

患
者
支
援
セ
ン
タ
ー

外来 外来
検査 受診・検査など

入
院

　地域包括システムは、従来の「病院完結型」の医療から、
「地域完結型」の医療へと、かじを切りました。「地域完結型」
の医療を実現するためには、医療機関による退院支援や地
域との連携強化の取り組みが必要となります。急性期の病
院から退院後も疾病や障害を抱えながら、住み慣れた地域
で安心して過ごしていくためには、丁寧なコミュニケーション
および生活者である患者という視点をもった情報収集とア
セスメントをすることが不可欠です。
　当院では2019年10月より、「患者サービスの向上」「安全
性の向上」を目的に患者支援センターを設置しました。患者
支援センターの機能は予約入院患者さんやご家族の方を対
象に、入院前から身体的、精神的、社会的な背景も含め患者
さんのニーズを把握し、看護師、薬剤師、管理栄養士、理学療
法士、歯科など多職種介入による入退院支援です。
　患者支援センターでは入院生活について説明を行い、患
者さんやご家族の方に入院生活についての理解を深めてい

ただきます。そし
て入院に必要な患
者さんの情報を患
者支援センター看
護師が聞き取り、
スクリーニング、療
養計画立案を行い
病棟へ情報を共有
し早期退院支援に
繋げています。
　また介護や訪問看護サービス等を利用の患者さんに対し
ては担当のケアマネジャーや相談員へ連携し在宅での生活
状況、サービス内容等の情報をいただき、病棟看護師へ情報
共有し、切れ目なく医療・看護・介護を繋ぎ、退院後の生活
も含め安心して医療を受けていただけるよう支援を行って
います。



地域医療連携推進担当係長　佐藤 美登里

　新たな年を迎え、皆さま方におかれましてはご健勝のこととお慶び申し上げます。

　また、昨年は当院の医療連携におきまして、ご理解とご協力をいただき心より感謝

申し上げます。

　医療連携室では、初診紹介患者さんの予約受付業務を18：30まで行っております。

翌日の予約もご予約可能ですのでどうぞご利用ください。

　また、2014年2月より運用開始しております「連携ネット北九州」も2020年1月現在、

136施設の医療機関に導入いただき画像検査依頼をお受けするとともにカルテ内の

処方や退院時サマリー、検査所見レポート、放射線画像の閲覧などの公開を行い、

ひと月平均90件ほどの依頼をお受けしております。「連携ネット北九州」の導入に関し

てご質問等ございましたらいつでも医療連携室までご連絡ください。

　2020年も引き続き地域の医療機関や在宅部門の方 と々の連携強化に力を入た

いと考えております。

　本年もどうぞよろしくお願いいたします。

明けましておめでとうございます

医
療
連
携
室
だ
よ
り

［医療連携室］
TEL 093-533-8660（直通） FAX 093-533-8718　E-mail：byou-iryou-renkei@kitakyu-cho.jp　※患者さんのご紹介は、E-mailでは受付けておりません。

登録医のご紹介

Registered physician Information

きたやま乳腺クリニックClinic

1

I N F O R M A T I O N

所在地：小倉南区北方2丁目10-10
T E L：093-923-1515
F A X：093-923-1517

院　　長：北山 輝彦
診療科目：乳腺科

ア ピ ー ル ポ イ ン ト 市 立 医 療 セ ン タ ー へ の 一 言

　乳腺専門クリニックです。働く女性にも受診いただけるよう、
土曜日は15：00まで診療しています。女性目線でのクリニック
構成を重視し、授乳室、女性専用エリア、パウダールームを完
備し、スタッフはすべて女性が対応いたします。

　乳がんと言えば北九州市立医療センターというくらいその
知名度は抜群ですが、乳がんを担当される先生方との face 
to faceの連携を心掛けています。地域密着のクリニックの特
性を生かした診療を目指します。

院長
北山 輝彦

徳力小野医院Clinic

2

I N F O R M A T I O N

所在地：小倉南区徳力新町2丁目13-26
T E L：093-963-8844

院　　長：小野 研治
診療科目：麻酔科（ペインクリニック）、
　　　　　 内科、リハビリテーション科

ア ピ ー ル ポ イ ン ト 市 立 医 療 セ ン タ ー へ の 一 言

　帯状疱疹（2,000症例以上）、脊柱管狭窄症、線維筋痛症、
五十肩、三叉神経痛などの慢性難治性の痛み、神経障害性疼
痛に対しブロック治療、点滴治療、リハビリ治療を行っていま
す。

　1998年に市立医療センターを退職し、麻酔科（ペインクリ
ニック）、内科を開業して22年目となりました。この間、患者様
の急変時、また重症患者様の入院など、本当にお世話になっ
ております。

診療時間 月

○

○

火

○

○

水

○

×

木

○

○

金

○

○

土

※

日

×

×

9：00～13：00
14：00～18：00
※土曜日は9:00～15:00となります。■休診日／日曜・祝日・年末年始・お盆・GW

診療時間 月

○

○

火

○

×

水

○

○

木

○

○

金

○

○

土

○

×

日

×

×

8：30～12：30
14：00～18：00
※木曜日午後は15：00～18：00、金曜日午後は16：00～18：00まで

院長
小野 研治
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◉初診患者予約受付時間
　土日祝日を除く　8：30～18：30

◉登録医募集
　登録医の登録募集を行っていますので、ご希望の方は下記のURLから「登録医申
　請書」に必要事項を記載の上、お申込みいただきますようお願い申し上げます。
　詳しくは、ホームページをご覧ください。
　▶https://www.kitakyu-cho.jp/center/for-patient/iryorenkei/torokui.html
◉連携ネット北九州について
　■診療情報の閲覧が可能
　　◇画像・レポート
　　　CT、MRI、RI、X線撮影、骨密度、マンモグラフィ、内視鏡、腹部エコー、体表
　　　エコー、頚部血管エコー
　　◇血液、生化学検査、処方箋（服薬・注射）、病理診断、細胞診断
　　◇退院時要約、中間要約、看護要約、患者情報シート、リハビリ要約
　　　※閲覧対象は2017年6月以降に作成したものです。
　■画像検査予約が可能
　　◇CT、MRI、RI、X線撮影、骨密度、マンモグラフィ、腹部エコ、体表エコー、頚
　　　部血管エコー

　▶https://www.kitakyu-cho.jp/center/for-patient/iryorenkei/renkei-net.html

～医療連携室からのお知らせ～

本年も医療連携室をよろしくお願いいたします。




